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成 23 年 1 月～平成 24 年 3 月であった。分析方法には Grounded Theory Approach を用いた。 




性高次脳機能障害者と共に生きる家族の Family Hardiness として、537 個のテーマから、《伴
走する》《育て直す》《アイデンティティを取り戻す》《立ち向かう》《常同性の中で生きる》《日
常の中に障害を取り込む》《社会に戻す》の 7 つの局面と、各局面の特徴を表わす 38 個の概念
が抽出された。 






















17 ケースの家族員からデータ収集をし、「Family Hardiness が表れている現象として 639
個の「テーマ」を抽出、38 個の「概念」を生成した。さらに、高次脳機能障害者と共に生きる
家族の Family Hardiness の 7「局面」を特定するに至っている。すなわち、高次脳機能障害
者と共に生きる家族の Family Hardiness は、《伴走する》《育て直す》《アイデンティティを
取り戻す》《立ち向かう》《常同性の中で生きる》《日常の中に障害を取り込む》《社会に戻す》
という 7 つの局面によって成り立っていることを明らかにしている。これらの結果から、高次
脳機能障害者と共に生きる家族は、『二人三脚で闘う』『再生に挑む』『社会で生き抜く』『調和
を創成する』を織り成しながら逞しく生きていることを導いていた。 
本研究の成果は、研究対象者に向かう瓜生氏の真摯な態度、共感的な姿勢、そして、家族自
身が経験を振り返り語ることを可能とする優れた問いかけによってもたらされたものである。
家族との複数回の面接、さらに、平均的には 2 時間という語りを、家族の語りの断片をも逃さ
ないという姿勢と分析力によって、現象から概念を抽出することができている。 
本審査委員会では、瓜生氏の優れたデータの収集能力・データ分析能力によってもたらされ
た本研究の成果は独創的であると判断し、博士（看護学）の学位授与に値する研究成果である
と判断した。すなわち、高次脳機能障害者と共に生きる家族は、困難ななか、《伴走する》《育
て直す》《アイデンティティを取り戻す》《立ち向かう》《常同性の中で生きる》《日常の中に障
害を取り込む》《社会に戻す》ことを行い、Family Hardiness を獲得していることを明らかに
したことは、本研究の独創的な点であり、家族看護学の発展に貢献すると思われる。たとえば、
本研究の成果の一つは、家族が《伴走する》ことであったが、認知機能の障害を有する家人に
対して、家族は補助自我の役割を取りつつ伴走することの意味を明らかにしていることなども、
  
独創的な発見である。さらに、高次脳機能障害者と共に生きる家族が、二人三脚で闘いつつ、
困難を乗り越えるべく、家族としての再生に挑み、社会のなかで生き抜く覚悟をもち、調和を
創成することに向かっている様相を明らかにしたことにより、この成果に基づいて家族介入を
発展させていく道を切り開いたことにもなろう。しかしながら、研究の成果は、病の軌跡が比
較的長期にわたる家族からのデータが中心であり、そのために、今後さらに研究を継続して発
展させていくことを期待する。 
本審査委員会は、本論文は、研究への着眼点、洗練された研究手法、研究成果の独創性、論
理的な論証、実践への適応可能性から、家族看護学の発展に貢献する優れた学術的価値のある
博士論文であることを認めた。 
